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The investigation into First Sino-Japanese War. The battle 
on Seonghwan and The battle on Asan about the work of the pictures
ICHIMURA Mari
Abstract
	 This	 study	will	 focus	 on	 the	 Japanese	 color	 woodblock	 prints	 that	 depict	
images	of	The battle of Seonghwan	and The battle of Asan	during	the	First	Sino-
Japanese	 War	（1894-1895）.	 This	 study	 looks	 at	 these	 color	 woodblock	 prints	
from	a	number	of	different	angles.	
	 Even	though	these	prints	draw	on	the	same	motif,	after	careful	 inspection	
it	 is	 clear	 that	 there	 is	 a	 difference	 of	 artistic	 expression.	 This	 difference	 of	
expression	may	have	been	a	commercial	 strategy	used	by	painters	and	ukiyo-e	
publishers.	The	number	of	different	expressions	perhaps	 led	to	the	popularity	of	
the	 initial	Sino-Japanese	War	color	woodblock	prints.
Keywords：日清戦争、戦争錦絵、成歓・牙山の戦闘、美談、松崎直臣
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はじめに
　本稿は、日清戦争期に勃発した、成
せいかん
歓・牙
が ざ ん
山の戦闘を題材とする錦絵を網羅的に取り上げ、
初期日清戦争錦絵の特徴について考察したものである。
　明治27（1894）年、朝鮮の利権を巡り、日本と清国において、日清戦争が勃発した。この時、
国内において、戦況を伝える多色摺り浮世絵版画（錦絵）が数多く刊行される。江戸期におい
て庶民文化のひとつとして生活に根付いていた錦絵であったが、明治期に入ると石版画の人気
に押され、衰退の危機に瀕する1）。しかし、その最中で日清戦争が勃発する。この時、日清戦争
錦絵が他の印刷媒体を凌ぐほど大量に刊行され、一気に人気が回復した。このように、復活の
兆しをみせた錦絵であったが、その人気は長続きするものではなく、出版点数を落としていく。
しかし、一時期ではあったものの、凋落の一途をたどっていた錦絵の人気が回復したのは事実
である。特に、日清戦争緒戦である豊島沖海戦と、成歓・牙山の戦いを題材とする錦絵は特に
人気があったようで、その盛況ぶりが、『讀賣新聞』2）や、『都新聞』3）で報じられた。
　日清戦争錦絵の人気が、このように何度か報じられていることから、この時期において、絵
草紙屋に、錦絵を求めて、人々が殺到するという光景が珍しいものであったことがわかる。こ
のような状況の中、錦絵は戦況報道があるたびに刊行され、明治28（1895）年 4 月17日の日清
講和条約調印までに、約300点もの日清戦争錦絵が出版された4）。
　この日清戦争錦絵について、拙稿にて、日清戦争錦絵は、時期により描写表現や構図などに
変化がみられるという結論を得た。しかし、当然のことながら、絵師の作風による表現の差異
などがあるため、同一の戦闘を描いた錦絵であっても、その特徴に当てはまらない作品も存在
する。だからこそ、作品を一点ずつ多角的に検証する必要性があると考える。
　そのため、まずは、陸の緒戦であった成観・牙山の戦闘を報じた錦絵に限定して、検証を試
みる。開戦直後に刊行された錦絵のほとんどは、この戦いを描いた作品であり、この時期にお
ける、爆発的な人気が原動力となり、条約調印まで日清戦争錦絵が刊行され続けたと推測する。
だからこそ、この時期の錦絵を改めて検証することで、新たな特徴を見出し、その人気の要因
 1）	 石版画が人気を博した要因について、岩切信一郎氏が、石版画が表現した、写真似の洋風陰影によるリ
アルな画面構成が子供たちからみると物珍しく魅力的に映ったため、支持を得るようになったからだと指
摘している。	岩切信一郎『日本版画史』（吉川弘文館、2009年）165頁。
 2）	「日清の事変起りてより、都下の絵草紙屋は大いに忙しく新絵出版を競つて恰も戦場の如くなるが、現に
出版せるもの凡そ二十五種にして、摺り立つや否や売捌きは争つて之を持ち去る。故に売子は全く鼻が明
き内外大混乱を極め居れり。（中略）豊島、牙山激戦の図、松崎大尉勇戦の図のみにて少なくとも百番は店
頭に顕るゝならんと。」『讀賣新聞』（読売新聞社、1894年 8 月 8 日）。
 3）	「昨今絵草紙屋には日清戦争の錦絵が並べあるより、何れの店頭も見物人山の如し」『都新聞』、都新聞
社、1894年 8 月18日。
 4）	 千頭泰「日清戦争錦絵目録・日露戦争目録抄」『季刊浮世絵』第40号（緑園書房、1970年）102頁。
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にも言及することができるのではないかと考える。
一．錦絵の概要
　まずは、錦絵の題材である成歓および牙山での戦闘が、どのようなものだったのかを説明す
る。この戦闘は、開戦を待たずして起こった戦闘であった。明治27（1894）年 7 月25日の豊島
沖での海戦に続き、成歓・牙山方面で陸戦が勃発した。同年 6 月、清国提督の葉
ようしちょう
志超（？－1901）
の軍が牙山に上陸する。清国軍の牙山上陸の法を受けた日本軍は、 7 月28日に、京城に集結し
ていた大島義
よし
昌
まさ
（1850－1926）率いる混成第 9 旅団を成歓へ向かわせる。29日の午前 3 時、日本
軍は、成歓の清軍拠点に奇襲をかけ、戦闘が開始した。そして、午前 8 時30分、日本軍は清国
軍の拠点を占領する5）。その後、混成第 9 旅団は、清軍の主力が牙山にあるとし、牙山に向かい、
午後 3 時に到着するものの、清国軍はすでに敗走した後であった。この戦闘が、日清戦争にお
いて初の本格的な戦闘となった。また、日本軍で初めて戦死者を出した戦いでもある。
　続いて、本稿で取り上げる錦絵であるが、前述のように、検証する錦絵は、成歓および牙山
の戦闘を題材としたものであり、総数は40点である。版型はすべて大判三枚続きである。描い
た絵師は、制作した点数が多い順に、五代目歌川国政、楊洲周延、楊斎延一、国輝、水野年方、
不厭倦経茂、春斎年昌、柳亭よし豊、豊洲、小林清親、右田年英、延重、年季、吟光、歌川国
虎、静光、香朝楼（補筆：国秀）である。落款がなく、作者不詳の作品が 5 点あった。当時、
民間人の戦地での取材が許され、数多くの記者が従軍記者として戦地に赴いたほか、聞社に雇
われた画家たちも、数名、派遣されていた6）。しかし、日清戦争錦絵を描いた絵師たちの中には
従軍したものはおらず、国内での戦況報道をもとに、想像を膨らませ、制作をおこなっていた。
　印刷および発行年月日については、画中の記載をみてみると、ほぼすべて明治27年となって
いる。また、一部、月日まで記載されているものもあり、それらを見ると 8 月中旬に印刷され、
発行されたことがわかる。
　以降は、それぞれの錦絵について、成歓での戦いを描いた作品と、牙山での戦いを描いた作
品とに分類し、絵師や版元など基本的な情報を記し、描かれたモチーフやその表現、構図など
についてまとめた。それぞれの記載については、以下の通りである。なお、分類については、
題名のほか、画中の説明などを参考にした。
《題名》（図版番号／印刷・発行年月日／所蔵）
 5）	 原田敬一『戦争の日本史19　日清戦争』（吉川弘文館、2008年）84頁。
 6）	 このとき、66の新聞社が記者を114名派遣し、他にも画工11名、写真師 4 名を送り出したという。大谷正
「日清戦争と従軍記者」『日清戦争と東アジア世界の変容（上巻）』
　（東アジア近代史学会、1997年）、353頁。
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　絵師名、版元名。作品についてのコメント。
二．成歓の戦い
《成歓之敵塁我兵踊入之図》（図 1 ／印刷：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：五代目歌川国政（表記は小国政）、版元：石島八重、彫師：荒木。本図も浜辺での戦闘
と、海上での戦闘が描かれている。まず、画面中央をみてみると、旭日旗を地面に立てようと
する日本兵が描かれ、その周囲で日清両兵が戦闘を繰り広げている。また、右側から列をなし
て日本軍が援軍に来ている様子が描写されている。一方、画面右奥には、横並びに黒と白の軍
艦が 2 隻配されており、右側の黒い艦は被弾し、火花が散っている。この描写からおそらく、
黒い軍艦が清国軍で、白い艦は日本軍であると考えられる。
《我軍成歓之敵畳抜牙山清兵之根拠奪図》（図 2 ／印刷：明治27年 8 月11日・発行：同年 8 月16
日／国立国会図書館）
絵師：五代目歌川国政（表記は小国政）、版元：朝野文三郎、大西庄之助、福田熊次郎。本図で
は、川を挟み日清両兵が戦闘を繰り広げている姿が描かれている。まず、画面右に騎乗する日
本兵が配されており、それが大島少将であることが画中の説明でわかる。その背後では大砲を
うつ日本兵が配され、対岸の山の山頂に被弾している様子が描写されている。画面右に騎乗し
た大島少将、進軍する日本兵、画面左の岩山に追いやられる清国兵という構図が、《成歓之敵塁
我兵踊入之図》（図 1 ）と酷似している。また、はっきりと明記されていないが、川の付近で日
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本軍が攻撃を仕掛けている姿や、月の描写などから、早朝に開始された、清国軍拠点へ奇襲作
戦を描いた作品であることがわかる。
《朝鮮事件日清大激戦之図第壱》（図 3 ／印刷：明治27年 8 月10日・発行：同年 8 月18日／国立
国会図書館）
絵師：五代目歌川国政（表記は楳堂小国政）、版元：尾関岩吉。題名に「第壱」とあることか
ら、連作として制作されたものと思われるが、後に続く錦絵については、未だ発見できていな
い。また、「内務省検閲済」という表記がみられる。
　本図をみていくと、中央に騎乗した日本兵が配され、周囲の清国兵らをなぎ倒すという姿が
描かれている。このような構図は、この時期の錦絵に多く確認することができる。なぜ、この
構図が採用されているのかについて、明確な理由は不明であるが、原田敬一氏が、武士を連想
させる「騎馬」を日本兵とともに描くことで、兵と武士の姿を重ね合わせ、武士の勇猛さや男
らしさを、より強調して表現しようとしていたのではないかと指摘している7）。確かに、当時、
民衆にとって、「軍人」よりも「武士」のほうが馴染みのある存在であったということは、容易
に想像することができる。だからこそ、武士のイメージとすり合わせるような描写を施したの
ではないか、と推測する。
　また、兵らの背後をみてみると、画面左には海が広がっており、日清両国の軍艦が海上戦を
繰り広げている。また、左上に描かれた戦闘に関する説明書きがあり、成歓と牙山における激
戦の末、日本軍が、清国の本営を撃破したことが伝えられている。画中に記された説明の内容
は以下の通りである。
「我陸軍大勝報　去ル廿七日以来水原牙山ノ間成歓ニ於テ我勇猛ナル軍隊清兵ト●●シ忽チ
劇戦トナリ、我軍一挙シテ是ヲ破リ連戦連勝進ンテ牙山ノ本営ヲ撃破シ海陸両軍共ニ勇往
猛進シテ彼ノ咽喉ヲ扼シ、我兵長躯シテ●●ヲ衝カバ旬月ヲ出スシテ遂ニ城下ノ盟ヒヲ成
スノ一大快報ニ接セン」
 7）	 原田敬一「戦争を伝えた人びと―日清戦争と錦絵をめぐって―」『佛教大学文学部論集』（佛教大学、
2001年）、14－15頁。
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《日本陸軍成歓ニ敵壘ヲ抜》（図 4 ／印刷・発行：明治27年 8 月／横浜開港記念館）
絵師：五代目歌川国政（表記は梅堂）、版元：児玉彌吉。こちらも成歓での陸・海戦を伝える錦
絵である。画面左に、清国本営らしき建物が描かれており、日本軍の兵たちがそちらを一斉攻
撃している様子から、本営の陥落戦を描いたものであると考えられる。椰子の木らしき木々や、
草むらなど描かれており、海岸の岩場での戦闘を描く他の錦絵とは異なる戦地の様子が表現さ
れている。
《朝鮮安城渡ノ激戦之図》（図 5 ／印刷：明治27年 8 月10日、発行：同年同月18日／国立国会図
書館）
絵師：五代目歌川国政（表記は楳堂小国政）、版元：片田長次郎。題名より、成歓での奇襲作戦
を描いた錦絵であることがわかる。画面左より、「田辺大尉」、「武田中佐」、「松嵜大尉」、「山田
少尉」と、奇襲作戦に参加した日本兵の名前が記されている。そのうち、「松嵜大尉」とは松崎
直臣のことを指す。
　熊本に生まれた松崎は、日清戦争時、大島混成旅団に属し、歩兵第21連隊右翼軍の中隊長と
して成歓の戦いに参戦した	。 7 月29日の深夜、成歓を攻略すべく、日本軍は清国軍に対し夜襲
を仕掛けた。清国軍拠点の手前には安城川という水量の多い川が流れており、夜襲を敢行する
日本兵の行く手を阻んでいた。その兵の中に松崎大尉もおり、率先して川に飛び込み兵らの渡
河を激励したという。その後、川を渡りきったが、待ち伏せていた清国兵の攻撃を受け、松崎
大尉や同隊の兵らが戦死する。この時亡くなった兵士らは、日清戦争初の戦死者となった。
　本図では、騎乗した松崎大尉が画面中央に配され、他の兵らを率いて川を渡る姿が描かれて
いる。
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《朝鮮国成歓日本大勝利之図》（図 6 ／印刷・発行：昭和27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：楊洲周延、版元：武川清吉。画面右に騎乗した日本兵が描かれており、その傍らには喇
叭兵が高々とラッパを吹く姿がある。騎乗した兵について、「大島少将」と説明があることか
ら、彼が率いる部隊の戦いを描いたものだと考えられる。浜辺を進軍する日本兵などから、上
陸して早々の戦闘であると考えられる。一方、画面左には、日本兵の大砲などの攻撃によって
岩場に追いやられる清国兵が描かれている。また、画面中央奥には軍艦が描かれており、船の
周囲に大砲の硝煙らしき煙が上がっていることから、海上でも戦闘が繰り広げられていること
がわかる。
《松崎大尉軍功を顕す図》（図 7 ／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：楊洲周延、版元：不明。本図も、《朝鮮安城渡ノ激戦之図》（図 5 ）同様、成歓での奇襲
作戦の際、危険を冒して先陣を切った松崎大尉の美談を描いた作である。しかし、松崎大尉は
騎乗しておらず、安城川も広く描かれている。この錦絵がいつ刊行されたものなのかは不明で
あるが、他の松崎大尉の美談を描いた錦絵との差別化を図ったため、いくつかの描写を変えた
のではないかと考える。画面右に、以下のような説明が記されている。
「明治廿七年七月廿 9 日の夜半十二時頃我陸兵ハ清兵幕営の地なる成歡に向て進發し檄戦五
時間の後物の美事に其敵塁を抜くのみならず次で牙山の根拠までをも奪ふの大勝利誰か一
太白を浮べて大日本帝國万歳の祝声を發せざらんや而して其快戦中最も勇猛にして先登第
一の功を顕ハしたるは彼の清兵が金城鉄壁と為し我兵を此處に喰止んと頼みにしたる安城
川に飛込みて漲る大水の中にて兵士を指揮し遂に渡りて敵兵の中に乱入したる陸軍歩兵大
尉正七位勲五等松崎直臣氏なり氏ハ旧熊本藩士にして人と為り沈毅頗る漢学に通じ又文章
を能くす明治七年飄然上京して陸軍士官学校に入り十年西南の役起るに當て氏ハ少尉試補
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を以て各地に轉戦し乱平きて勲六等に叙せらる爾来累進現位に昇り前途大に有望の士なり
しに惜い哉此檄戦中遂に敵丸の為めに戦死す嗚呼國家の為め誰か涙痕に咽ばざらん氏ハ安
政元年に生る享年四十一歳呼。」
《日本勝利安城渡之清兵ヲ破》（図 8 ／印刷：明治27年 8 月10日、発行：同年同月17日／国立国
会図書館）
絵師：楊斎延一（表記は応需楊斎延一）、版元：長谷川園吉。絵師の落款に「応需」とあること
から、版元からの依頼によって制作された錦絵であることがわかる。題名から、本図もまた、
安城川付近での戦いを題材とした作であるが、画中に松崎大尉らしき人物が見当たらないこと
から、美談を描いたものでないと考えられる。日本軍の放った大砲が、橋に被弾し、次々と清
国兵が川に落ちる様子が描かれている。
《日本大勝利成歓ノ戦ニ清兵ヲ破》（図 9 ／印刷：明治27年 8 月 8 日、発行：同年同月11日／国
立国会図書館）
絵師：楊斎延一、版元：長谷川園吉。成歓での戦闘が描かれているが、他の錦絵の様に、海上
戦はなく陸上戦のみを伝えた作品となっている。中央に大きく描かれた激しい爆発が目を引く。
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《成歓之駅ニ於テ松崎大尉勇戦ノ図》（図10／印刷・発行：明治27年 8 月20日／静岡県立中央図
書館）
絵師：楊斎延一（表記は応需楊斎延一）、版元：長谷川園吉。《朝鮮安城渡ノ激戦之図》（図 5 ）
《松崎大尉軍功を顕す図》（図 7 ）と同じく、松崎大尉の美談を題材にした錦絵である。松崎大
尉が騎乗している点や、川の広さなど、《朝鮮安城渡ノ激戦之図》の描写に近いようである。こ
れについては、落款に「応需」とあることから、版元の求めに応じて描いた作であるため、描
写の差異についても、いくつか指示があったと考えられる。
《大日本帝国万々歳　成歓襲撃和軍大捷之図》（図11／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：水野年方（表記は応需水野年方）、版元：不明。これまでの錦絵と異なり、前線ではな
く、後方に控える日本軍の姿が配されている。画面左に、銃撃する日本兵と、それを受け撤退
する清国兵が描写されている。右側には、兵士のほかに、従軍記者、画家の姿がある。「画伯米
僊君」「同金僊君」「諸新聞特派員」とあることから、従軍画家として国民新聞社より派遣され
た日本画家の久保田米
べいせん
僊（1852－	1906）金
きんせん
僊（1875－1954）親子と、同社の記者であることがわ
かる8）。
　このような戦闘を描いた錦絵に、軍人以外の日本人が登場することは稀である。当時、ほと
んどその活動が報じられることの無かった記者たちの姿を図像化することで、真新しさを強調
し、他の戦争錦絵との差別化を図ったのではないかと考えられる。
 8）	 米僊は京都で活動をしていたが、明治24（1890）年に徳富蘇峰に誘われ、国民新聞社に入社し、挿絵を
描いた。日清戦争期に刊行された『国民新聞』を見てみると、米僊名義の文章と挿絵が掲載されているこ
とから、この時期の新聞記事から着想を得たものだと考えられる。
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《帝国軍隊大ニ清軍ヲ破ル》（図12／印刷：明治27年、発行：不明／国立国会図書館）
絵師：不厭倦経茂、版元：井上吉次郎。騎乗した日本兵（画中には「騎兵隊」との説明が挿入
されている）と、清国兵との戦闘が描かれている。遠景には騎兵隊が配され、遠景には山々が
小さく描かれており、遠近感が表現されている。日本軍の騎兵は、日清戦争錦絵において多く
登場しているが、歩兵に対し号令をかける姿か、複数の清国兵を一人でなぎ倒す姿でしか描か
れていない。本図のように、複数人の騎兵による戦闘は珍しい。
《大嶋少將成観9）ヲ破ル之図》（図13／印刷・発行：明治27年 8 月／静岡県立中央図書館）
絵師：春斎年昌、版元：佐々木豊吉。日清両軍が、谷を挟み丘の上で銃撃戦を繰り広げている
様子が描かれている。大砲や銃を使用する兵らの姿が描写されており、前時代的な「戦」では
なく、近代的な「戦争」を表現しようとした作であるといえる。谷の部分には、両国兵を分断
するかのように、砂埃や硝煙が描かれており、画面上部にまで描かれている煙から、この地で
の戦闘の激しさを伝えている。
 9）	 原文のまま表記。「歓」の誤字と思われる。
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《成歓駅勝戦ノ図》（図14／印刷：明治27年 8 月14日、発行：同年同月15日／国立国会図書館）
絵師：柳亭よし豊、版元：長谷川久美之助。山に囲まれた平地で戦闘を繰り広げている日清両
軍の姿が、鳥瞰的な視点で描かれている。判子のように同じ姿で日本兵らを描写することで、
一糸乱れず、統率のとれた日本軍の姿を演出している。
《日清開戦　於成歓日本兵大勝利図》（図15／印刷・発行：不明／横浜開港記念館）
絵師：豊洲（表記は応需豊洲）、版元：不明。山道のような場所での戦闘が描かれている。画面
右奥に、海岸での戦闘を描いた錦絵にみられるような岩山が描写されていることから、上陸後、
内陸に進んだ場での戦いであると考えられる。兵一人ひとりの姿が細かく描写されており、よ
り一層日本兵が清国兵を圧倒する様子が伝えられている。
《成歓ニ於テ日清激戦我兵大勝図》（図16／印刷・発行：不明／国立国会図書館）
絵師：小林清親（表記は清親）、版元：不明。他の錦絵と異なり、風景は巻き上がる砂埃と硝煙
によって隠され、戦う日清両兵の姿のみ描いている。周囲は薄暗く、描かれた白く細い線によ
って、雨中での戦闘であることがわかる。画中の人物を見てみると、他の錦絵同様、銃剣で戦
う日本兵と、逃げまどう清国兵が描かれているが、清国兵の弁髪を掴み、振り回す日本兵や、
両手を合わせ、許しを請う清国兵と、より具体的な兵士らの姿が描写されている。
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《勇卒白神氏之美談》（図17／印刷・発行：明治28年11月／国立国会図書館）
絵師：右田年英、版元：辻岡文助。本図も図 2 と同様、兵個人の活躍を報じた錦絵である。喇
叭卒木
き ぐ ち
口小
こ へ い
平は、松崎大尉の部隊にいた兵であり、彼もまた夜襲作戦の最中に戦死した兵であ
る。喇叭兵であった木口は、喇叭を吹きつつ部隊の先頭に進み、敵兵の銃撃を受け倒れてしま
う。しかし、倒れてもなお吹き続けることをやめなかったという。この美談はすぐさま報じら
れ、のちに軍歌として歌われたほか、尋常小学校の教科書にも採用された。本図は、実際の報
道より一年以上遅れて刊行されているが、おそらく、再度この美談が注目された時期であった
のではないかと推測する。本図の題名にある「白神氏」とは、別の部隊の喇叭兵であり、同時
期に戦死した「白神源次郎」であり、当時、木口小平と間違って報じられた。おそらく、誤っ
た情報のまま錦絵が制作されたため、このような表記となっていると考えられる。題名左横の
解説文は以下の通りである。
「死ありて生を思はす　進むを知りて退くことを知らざるは是我が軍人の特性なり　喇叭手
白神源次郎ハ進軍に際し喇叭を吹て真先に進ミ遇敵弾に中りて仰けに倒る　しかし尚喇叭
を手にし吹奏止ざりしと云」
《日本大勝成歓激戦》（図18／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：不明、版元：柏木延一郎。丘の上らしき場所で戦闘する日清両兵らの姿が描かれている。
画面右手前と左奥の丘より、日本兵らが清国兵を谷へ追い込む様子が伝えられている。至る所
に、日清両兵の兵が数多く描写されていることから、大規模な戦闘であったことを報じようと
したことが想像できる。
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《我兵成歓ニ勝戦ス》（図19／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：不明、版元：石島八重。一人の日本軍の歩兵が、 4 人もの清国兵に対し奮闘する姿が描
かれている。日本兵の武器はサーベルと鞘だけであり、その二つを自在に使い、清国兵を相手
にしている。この人物について、画中での説明はなく、どのような人物であるのかは不明であ
る。このように、無名の兵士の活躍を伝える錦絵は数多く刊行されており、日清戦争錦絵の特
徴の一つとして挙げることができる。
三．牙山の戦い
《牙山ニ日本兵大勝利之図》（図20／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：楊洲周延、版元：荒井喜三郎。岩山に囲まれた平地で、日清両兵が戦闘を繰り広げてい
る。中央には騎乗した指揮官らしき兵が配されており、周囲では日本兵が清国兵に対し、一方
的に攻撃している様子が描写されている。
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《我軍牙山清兵ノ根拠ヲ奪》（図21／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：楊洲周延、版元：横山園松、彫師：寸鐵堂。《牙山ニ日本兵大勝利之図》（図20）と類似
した構図で戦闘が描かれている。画面左に日本兵を、右には清国兵が分けて配されている。銃
剣を向け勇ましくポーズをとる日本兵と、それに怯え後ずさりする清国兵という対照的な描写
が施されている。画面中央には「廿七年七月廿九日午前三時開戰シ激戦五時間ノ後我軍全勝ヲ
得テ成勸驛ノ敵壘ヲ悉ク抜キタリ　支那兵ハ二千八百餘人ニテ死傷者五百餘人アリ　我軍ノ死
傷ハ将校下士卒大約七十人　敵ハ狼狽シ全ク分散シテ洪州ノ方面二潰走セリ　分捕ハ軍旗数琉
大砲四門其他山ノ如シ　猶追撃シテ牙山ノ根據ヲ奪ヘリ」という、成歓駅での戦闘における日
本軍の活躍を解説する文が挿入されている。
《牙山一大激戦之図》（図22／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：楊洲周延、版元：横山園松。浜辺での戦闘を伝える錦絵である。日本軍が旭日旗を掲げ、
清国軍へ攻撃を与える姿と、日本兵からの猛攻撃を受け、地面に倒れ込む清国兵が描写されて
いる。画面右手前には、血を流しうつ伏せになる清国兵の姿もある。空高く掲げられた旭日旗
と、兵とともに地面に倒れる清国軍旗の対比が印象的である。画面右上の説明書きは以下の通
りである。
「明治廿七年七月廿九日朝三時開戦激　五時間後我軍全勝を得て悉く青函駅10）の敵壘を抜き
たり　支那兵二千八百余　人にして殺傷五百　余人敵ハ狼狽全く　分散して洪州の方　向
に潰走せり分捕　軍旗数流大砲四門　其他山の如し猶追撃して牙山の根據を奪へりト云フ」
10）	 原文のまま表記。
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《我兵牙山ニ清兵ヲ打敗る図》（図23／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：楊洲周延、版元：不明。牙山における戦闘を描いたものであるが、題名に「打敗る」と
あるように、日本軍の勝利を報じる錦絵である。日本兵に銃を向け、わずかな抵抗を見せるも
のの、地面に倒れ込み、戦意喪失している清国兵の姿や、中央に旭日旗が掲げられている様な
どからみても、戦闘終了間際であるのは明らかである。画中の説明書きには「明治廿七年七月
廿八日日本陸兵ハ牙山二向て徐々進行せり　清兵性懲りも無く又戦ひを挑めり　我兵何ぞ猶豫
すべき乃ち之に應戦する僅かに数分間にして彼は大に敗れ忽ち四離八散するのみならば　其殺
傷者も亦数を知らず殊に分捕の兵器ハ大砲小銃併せて千を以て筭ふべしと云ふ　嗚呼陸に海に
戦ふ毎に我兵の此大勝利を見る　豈に一大快事と慶せざるを得んや　此図ハ即ち其大略を画ら
ん」とあり、わずか数分で決着がついたと伝えている。
《牙山付近我兵大勝利之図》（図24／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：五代目歌川国政（表記は小国政）、版元：朝野文三郎。図 3 同様、中央に騎乗した日本兵
を配し、周囲で戦闘を繰り広げる定番の構図がとられている。騎乗した兵の左側に「大尉松崎
直臣」とあることから、成歓での夜襲作戦以前の戦闘を伝えているものであることは明らかで
ある。本図には、印刷・発行日の記載がないため、いつ刊行されたかは定かではないが、夜襲
作戦時の活躍を報じる錦絵と同時期に制作されたものであると推測する。
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《日清大戦争帝国軍牙山之清兵打払之図》（図25／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：五代目歌川国政（表記は楳堂小国政）、版元：鎌田在明。崖での戦闘を報じた錦絵であ
り、図12と類似した構図で描かれている。大砲の弾道が赤い線で描かれている点が特徴的であ
る。被弾し吹き飛ばされる清国兵や、至る所で煙が立ち込めている描写など、戦闘の激しさを
表現している。
《朝鮮牙山陸軍大島少将勇戦ノ図》（図26／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：五代目歌川国政（表記は楳堂小国政）、版元：不明。本図も、騎乗した日本兵を中心に据
える、定番の構図がとられている。題名の表記や、画中の説明によって、この日本兵が大嶋少
将であることがわかる。ここでは、敵である清国兵も騎乗しており、大島少将の攻撃により、
のけぞり、落馬する瞬間が描写されている。
《帝国軍隊牙山ニ清兵討》（図27／印刷・発行：明治27年／国立国会図書館）
絵師：国輝（表記は応需国輝）、版元：矢沢久吉。本図でも、中央に騎乗した日本兵を配置する
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構図がとられている。ここでは、清国兵を倒す姿とともに、清国軍旗を奪う様子も描写されて
いる。《朝鮮牙山陸軍大島少将勇戦ノ図》（図26）のように、騎乗する日本兵の傍に旭日旗が掲
げる構図のほかに、本図のように、清国軍旗を奪い、それを掲げている構図もいくつかの錦絵
で見受けられる。
《日清牙山争激之図》（図28／印刷・発行：明治27年／国立国会図書館）
絵師：国輝（表記は応需国輝）、版元：石井六之助。本図では、騎兵する清国兵を多数の日本兵
が囲み、攻撃する姿が描かれている。中央に騎乗した日本兵を配する構図と逆転しているが、
日本兵が清国兵を圧倒する様子を伝えているという点は変わりない。また、画面右に騎乗する
日本兵も描かれており、背後に旭日旗が配されている。
《日清牙山大戦争ノ図》（図29／印刷・発行：明治27年／国立国会図書館）
絵師：国輝（表記は応需国輝）、版元：広瀬光太郎。日清両兵の戦闘のほかに、拠点と思われる
場所で、戦いを静観する指揮官らしき人物が描かれている。また、前線から離れた場所で戦い
を観察する日本兵の姿が見受けられる。このように、前線で戦う兵以外の人物も描かれている
点が特徴的である。
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《日清兵於牙山戦争ノ図》（図30／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：楊斎延一、版元：横山良八、彫師：寸鐵堂。海岸での戦闘が描かれている。これまでの
錦絵では、海は遠景に小さく描かれるのみであったが、ここでは画面全体に広く描かれている。
画中の説明で「我陸軍大勝利を以て成歓の支那兵を撃退し三十日午前七時より牙山に向ひ進む
と云ふ」とあるため、成歓での戦闘後、牙山に向かう日本軍を報じている作であることがわか
る。
《日本帝国陸軍牙山全勝凱旋之図》（図31／印刷・発行：明治27年 7 月／国立国会図書館）
絵師：楊斎延一（表記は応需楊斎延一）、版元：綱島亀吉。本図は、戦闘図ではなく、戦闘終了
後の凱旋風景を伝えるものである。日本軍の拠点で、祝杯を挙げる日本兵らの姿が描かれてい
る。画面右には、清国軍旗や、清国兵の武器らしき描写が確認できる。このように、凱旋・祝
宴風景を描いたほぼすべての錦絵において、清国軍から奪った戦利品や、捕虜の姿が描かれて
いる。
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《大日本支那朝鮮牙山大激戦之図》（図32／印刷・発行：明治27年／国立国会図書館）
絵師：延重、版元：古橋新之助。海岸での戦闘が描かれている。画面左に建物と、テントが描
かれており、日本軍がそちらに向けて攻撃を行っている様子から、牙山の清国軍拠点であるこ
とは間違いない。成歓・牙山の戦いを伝える錦絵において、清国軍拠点を描いている作品はほ
とんどみられない。
《牙山清兵遁走之図》（図33／印刷・発行：明治27年／国立国会図書館）
絵師：年季、版元：井上吉次郎。本図では、日本軍軍艦に驚き、内陸に逃げようとしている清
国軍の姿が描かれる。画面右に描かれた清国兵らの周辺で、煙が上がっていることから、軍艦
からの砲撃を受けていることがわかる。岩に打ちつけられている高波や、迫りくる軍艦など、
清国兵らの恐怖が鮮明に伝わる作であるといえる。
《牙山凱旋歓迎之図》（図34／印刷・発行：明治27年 9 月／静岡中央図書館）
絵師：安達吟光（表記は応需吟光）。《日本帝国陸軍牙山全勝凱旋之図》（図31）同様、牙山占領
後の凱旋風景を伝える錦絵である。混成第九旅団を率いた大島を、当時の朝鮮大師であった大
鳥圭介（1833－1191）と、朝鮮国文臣の李允用（1854－1939）が出迎える様子が描かれている。
周囲は「凱旋門」と記された門が配されているほか、旭日旗も掲げられている。日清戦争錦絵
において、朝鮮国の人々の姿はほとんどみられず、このように、日本兵を祝福する人物として
描かれていることが多い。
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《朝鮮国牙山開戦日本大勝利之図》（図35／印刷・発行：明治27年／静岡県立中央図書館）
絵師：歌川国虎（表記は国虎）。本図も、中央に騎乗した日本兵を配する定番の構図がとられて
いる。画中の説明から、中央の人物は、大島少将であることがわかる。右手に清国軍から奪い
取った旗を持ち、何名もの清国軍を相手に勇猛果敢に戦う姿が描かれている。
《日本陸軍牙山清兵追》（図36／印刷・発行：明治27年 8 月／静岡県立中央図書館）
絵師：香朝楼・補筆：国秀、版元：奥田忠兵衛。丘の上で戦闘を繰り広げている日清両兵の姿
が描かれている。《日清大戦争帝国軍牙山之清兵打払之図》（図25）と同様に、大砲の弾道が赤
い線で表現されている。また、画面右の谷の部分でも、戦闘がおこなわれており、清国兵を倒
し、清国軍拠点に進む日本兵らが描写されている。背景には海が広がっており、日清両軍艦が
激しく戦闘し、清国軍の軍艦が沈んでいる様子が描き込まれている。
《牙山大激戦日本大勝利之図》（図37／印刷・発行：明治27年／国立国会図書館）
絵師：不明、版元：小林泰次郎。岩山での戦闘が描かれている。画面右には、大砲の砲撃準備
をする日本兵が描写されている。また、双眼鏡を手に、戦闘を窺う日本兵の姿もみられる。
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　画面左上に、日本軍の進軍経路を表す地図が描き込まれている。文章によって、描かれてい
る戦地での状況を伝える錦絵が多いが、このように、地図を表示することで、戦況の補足説明
するような錦絵も刊行されている。
《朝鮮牙山清兵逐戦之図》（図38／印刷・発行：明治27年／国立国会図書館）
絵師：不明、版元：堤吉兵衛。海岸上陸時での戦闘が描かれている。海岸で闘う日清両兵士の
姿が描かれている。群をなして清国兵を攻撃する日本兵の姿が、力強く表現されている。本図
でも、遠景に成歓の拠点らしき建物が配されており、拠点を占領する前の戦いであることが示
唆している。
《朝鮮新聞　大日本陸軍護衛之図》（図39／印刷・発行：明治27年 8 月／国立国会図書館）
絵師：不明、版元：松野米治郎。山道で、清国軍を追い詰める日本軍の姿が描かれている。ど
の戦地での戦闘を伝える錦絵であるのかは不明であるが、印刷・発行月から、成歓・牙山の戦
いを報じる作品であると推測する。題名に「朝鮮新聞」とあるが、より報道的な印刷物である
ことを意識していたのだろうか。
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《成歓牙山我陸軍大勝利凱旋之図》（図40／印刷・発行：明治27年／静岡県立中央図書館）
絵師：静光、版元：松野米次郎。本図も、《牙山凱旋歓迎之図》（図34）同様、凱旋風景を伝え
る錦絵である。ここでも、朝鮮国の人々から歓迎を受けている日本軍の姿が描かれている。日
清戦争の開戦動機について、日本は建前上「朝鮮を清国の支配から救うため」だと強く主張し
た。そのような主張を正当化すべく、新聞でも報道があったという11）。この錦絵の制作の背景に
は、このような風潮が関係するのではないかと考える。画中に記載された本図の説明は、以下
の通りである。
「成歓に大勝利なる我陸軍の凱旋に　朝鮮新政府ハ萬里倉の南の方に巨大なる緑門を新設し　
凱旋門と大書に日本旗と朝鮮旗を交又し　兵士両側に並立も朝鮮国王使李充用並に迎ふ大
島公使　大小の旗廿四本其内大将葉と其旗ニ○○（表記のまま）ニ十四本総て朝鮮人をし
て高く捧げしめ　我軍隊漸次其所に達し大島旅団長各将校　凱旋門にて下馬を朝鮮王使使
命を伝ふ順次凱旋を祝せり　式全く終り各隊本陣へ引揚けり聞くも勇ましき我陸軍の大勝
利帝国萬歳萬々歳」
おわりに
　本稿では、成歓および牙山での戦闘を報じた錦絵について、それぞれ考察を試みた。これら
の錦絵を概観したところ、日本軍（日本兵）が、清国軍（清国兵）を倒すという構図は共通し
てみられた。また、 1 人の日本兵が、複数の清国兵を相手に奮闘する姿が多くの錦絵に描かれ
ている。このような、日本兵の「強さ」を強調する描写は、読み手に勝利のイメージをストレ
ートに伝えるのに最適な表現であったといえる。さらに、この描写は、日清戦争錦絵の典型的
な描写のひとつとして多用されるようになり、戦争終盤に発行された錦絵にもこのような描写
がみられるようになる。購買層である国民に、評判が良いものであったということは間違いな
い。また、岩切氏が、日清戦争錦絵は、とりわけ子どもに人気があるものだったと指摘してい
る12）。わかりやすい描写表現や、迫力ある画面で戦地での様子を伝えた錦絵は、より一層、子ど
もたちからの評判を呼んだのではないかと推測する。
　次に、この時期の錦絵の特徴として、背景に海上での戦闘が描かれているという点が挙げら
れる。成歓および牙山の戦闘は、陸での戦闘であるが、一部の錦絵には、背景に海が描かれ、
そこで日清両軍の軍艦が描き込まれている。おそらく、ここで描かれたのは、豊島沖海戦を想
起させるためであろう。豊島沖海戦とは、日清戦争初の本格的な海戦であり、成歓・牙山の戦
闘同様、日清戦争の嚆矢となった戦いである。だからこそ、最初の陸戦、海戦ということで、
11）	 註 6 「日清戦争と従軍記者」『日清戦争と東アジア世界の変容（上巻）』、353頁
12）	 岩切信一郎『明治版画史』、吉川弘文館、2009年、152頁。
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まとめて 1 枚の錦絵にされたのではないか、と考える。
　また、松崎大尉の美談など、同一の題材を描いているにもかかわらず、描写表現の異なる錦
絵がいくつか見受けられた。印刷・発行月日の判明していない錦絵もあるため、報道の時期に
よっては、より詳細な情報が届いていないために、不正確な描写を行っていた可能性が考えら
れる。しかし一方で、前述したように、この時期、数多くの錦絵が絵草紙屋に並び、売りに出
されていた状況を考えると、版元や絵師が戦略的に、他の錦絵と差異化させていたという可能
性も考慮すべきである。
　このように、錦絵を一点ずつ検証すると、一概に、その特徴を言いまとめることは難しい。
今後は、成歓・牙山の戦闘以後、刊行された錦絵についても同様の調査をおこない、各作品の
特徴を考慮に入れながら、日清戦争錦絵について研究する必要があるといえる。
【図版出典】
・図 1 ～ 3 、 5 ～ 9 、11、12、14、16、17、18、19、20～33、37～39：国立国立国会図書館デジタル化資料
（http://dl.ndl.go.jp/）
・図10、13、34～36、40：静岡県立中央図書館同館デジタルライブラリー貴重書画像データベース（http://www.
tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/library/e－ library.html）

